
ＲＣＤ工法によるダムの高速化施工では，、安定した品質のコンクリートを製造するため，細骨材表面水率を 6.0% 程度
以下まで速やかに低減させることが必要とされます。細骨材貯蔵形式が野積み方式の場合，ストックパイル床面に傾斜
を設けたり，排水ドレーンの設置などにより，重力による自然排水を促進できますが，材料物性や気温，湿度，風力な
どの気象条件によっては，水切りに長時間を要する場合があります。そこで，安定的に低水分量の細骨材を供給するため，
強制排水による細骨材急速脱水技術を開発しました。

細骨材の貯蔵形式が野積み方式の場合には，ストックパイルの底面に設けた排水孔と，細骨材の山裾に設けたウェルポ
イントを簡易ウェルポンプへ接続して強制的に排水を行います。また，水と空気の流れを考慮する気液二相流解析によっ
て，本技術による排水メカニズムの再現が可能であり，異なる材料，含水，貯蔵条件でも効果的な排水設備の計画が可
能です。本技術の効果は，現場データから実証されており（夕張シューパロダム），細骨材１山当たりの排水時間を重力
による自然排水時と比べて約 24時間短縮することが可能となりました。

1400ｔ程度の野積み形式である細骨材山に対して現場実証試験を実施し，強制排水時の排水メカニズムを調べました。
試験では，細骨材山の内部に水分計や圧力計を設置し，細骨材の投入後に水分が重力によって下方へ移動して集積する
過程を確認しました。また，気液二相流解析によって本試験結果を再現可能であることを確認しました。
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細骨材表面水の急速低減技術の概要
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強制排水による細骨材表面水の急速低減技術の開発
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